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八雲住区住民会議　第31回定期総会のお知らせ
5月28日

小学生作文「わたしたちのまち・八雲の未来」

　１月24日（日）、寒いけれど冬晴れの日、住区センターで八雲住区住民会議設立30周年の記念事業が行わ
れました。午前中は子どもたちを中心に目黒囃子などのアトラクションがあり、午後からは記念式典、祝賀会
が開かれました。式典には大勢の関係者が出席し祝辞や激励のことばを頂き、祝賀会では、鏡開きに続き
交流と懇親を深めました。

「やくも宣言」の表明
　　式典の最後に、住民会議の総意として「
やくも宣言」を表明、新たな気持ちで「八雲
のまちづくり」に取り組んでいく決意を示しま
した。   

               「やくも宣言」 
　　 ヤングもシニアも手を取りあって
　　 くらし安心、笑顔の住区
　　 もちあじ発揮で、がんばろう

区長選挙の期日前投票
　八雲住区センターは４月17日（日）区長選挙の期日前投票場になる予定のため、準備などを
含めて下記の日程で第２会議室、第３会議室が利用できなくなります。
　
　　　日　程　４月10日（日）～４月17日（日）　　【期日前投票は11日（月）～16日（土）】

４月

2月16日
主催　生活環境部会　協力　児童館

生活環境部会会長  坂川 玲子

1年　しのつかれいな　　1年　うえむらさくや　　2年　木下瀬菜　　2年　もち月まお
2年　のとすみほ　　　　3年　江中杏衣　　　　　3年　鈴木小春　　3年　青田琉乃介
3年　渥美玲　　4年　原田りこ　　4年　柄崎晴美　5年　飯塚希　 　5年　林真湖

模擬信号機で横断歩道の渡り方を練習

　2月16日（火）朝からとても寒い日でしたが、八雲
小学校で新1年生交通安全教室が行われました。
嬉しいことに今年は今までより多い69名の参加で男
子45名女子24名でした。
　初めに図書室でビデオ「まめうしくんの交通安全」
を見て、その後体育館で模擬信号機を使った正しい
横断歩道の渡り方の練習をしました。

　保護者の方の説明会が終わるまで児童館の先生
に遊んでいただきました。事故にあわないよう今日
の練習をしっかり覚えてルールを守り4月から元気
に登校してほしいと願っています。お祝いに八雲住
区生活環境部会から図書券を差し上げました。

　各人それぞれの想いでお参りを済ませ、最後の恵比
寿様まで全員事故もなく、晴れやかに健やかに終え、
その顔は満足感いっぱいの様子でした。いずれの神社
も、佇まいは想像よりも小さく「エッ」と思いましたが神
社は大小ではなく皆様の想いです。
　それでは次回の歩こう会を楽しみに、この後記文を
読まれた皆様の幸福を祈りつつ・・。

　今回の七福神めぐり、噂の段階で既に盛り上がって
いて、これは多くの申し込みがあるなと私自身感じて
いました。案の定、当日は責任者の方が嬉しいような、
これは引率が大変と両面の表情が印象的でした。　
　時間通り30数名が集まったところで出発です。案内
通り、まず最初のコース、1番目の神様は「福禄寿」小
網町に祀られ、　現代庶民が好む地名（小網町）落語
の大師匠が出てくるような雰囲気があります。

　　　　　「わたしたちのまち」　
　　　　　1年　山ぐちあん

　わたしがかんがえるみらいのやくものまちは、ようち

えん、ほいくえんと小学校とろうじんホームがいっしょに

かよえる学校があるとたのしいとおもいました。

　おじいちゃんおばあちゃんは、小さい子どもを見ると

ニコニコしてうれしそうにはなしてくれます。ほいくえん

の小さい子たちもげん気いっぱいでいろいろおしえてあ

げたいあそびがあります。

　わたしには、とってもかわいいおとうとがいて、もっと

いっしょにめんどうも見てあげたいです。

　おじいちゃんとも、お手玉やおはじき、カルタあそびを

いっしょにおしえてもらいながらあそぶことができます。

　みんなでおはなをそだて、さいたおはなを「きれいだ

ね。」っていえるたのしい学校、まちになったらいいなと

おもいます。

　30周年記念事業として、八雲小学校の協力のもと、八雲地域の10年後を小学生の視点から、「どんなふうに変わっ
ていくのか」 「こんなまちになったらいいな」など、夢や願いを作文にしてもらいました。　
　応募のあった224人の子どもたちの作品を、記念事業実行委員会の審査会（委員長：木元前会長）で審査した結果、
下記2作品が入賞、佳作に13作品が選ばれ、入賞者にはそれぞれ表彰状が贈られました。

　　　「あいさつがあふれるこのまち 八雲のまち」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4年　古川愛梨

　私は、「八雲」といわれて、すぐに思いうかぶのは「あい
さつ」です。
　「あいさつ運動」には、毎日たくさんの人が来て、学校の
友達から保ご者の人たち、ときには学校の先生たちも参
加しています。　私も参加しましたが日がたつにつれ、たく
さんの「おはようございます」が聞こえてきてとてもうれし
かったです。これからも参加していきたいです。
　「あいさつ標語」もあり、代表の人の標語は、ポスターに
なり、けいじ板などにかかれているのでそれもあいさつに
親しみやすくなります。
　10年後の「八雲」。私は、元気な声のあいさつが「八雲」
のどこからも聞こえてくるまちになっていたらいいなと思い
ます。「あいさつ運動」でたくさんの人にあいさつをしてもら
ったり、「あいさつ標語」でみなさんに親しみをもってもらっ
たりして、あいさつの輪をこの「八雲」のまち全体に広げた
いです。

生活環境部会  小川 安弘

主催　生活環境部会　
1月 7日

　八雲住区住民会議の総会が下記予定で開かれます。地域の皆様に多数参加いただくようお願
いいたします。

◆ 日　時　　5月28日（土）　午後５時より　    総会終了後、懇親会を予定しています
◆ 会　場　　八雲住区センター　

やくも
＝八雲住区設立30周年記念シリーズ＝

連載「住民会議の歩みとこれから」＝第４回＝

佳作

入賞作

日本橋七福神めぐり日本橋七福神めぐり 新一年生交通安全教室新一年生交通安全教室

2番目は布袋様、
3番目は弁財天、
残念ながら水天
宮は改築中であ
り、神様は別のと
ころに安置されて
いました。

30周年記念事業実行委員会　 北澤 尚文

発行=八雲住区住民会議広報部会　髙橋　紀美子

青木区長の挨拶

「やくも宣言」表明 祝賀会で鏡開き

北澤会長から主催者挨拶

多数の来賓・参加者の方々

　八雲住区設立３０周年記念式典開催　八雲住区設立３０周年記念式典開催


